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気温
き お ん

が上
あ

がってあつさを感
かん

じたり、うんどうして体温
たいおん

が上
あ

がったりすると、汗
あせ

をかきます。どうしてでしょ

うか？ 

汗
あせ

は蒸発
じょうはつ

するとき、体
からだ

の表面
ひょうめん

のねつをうばいます。つまり、汗
あせ

をかくことで、わたしたちの体
からだ

は体温
たいおん

が

上
あ

がりすぎないように調節
ちょうせつ

しているのです。しっかり汗
あせ

をかいて体温
たいおん

調節
ちょうせつ

ができるように、つぎのことをこ

ころがけてみましょう。 

 

ふだんからうんどうや            おふろに入
はい

る           こまめに水分
すいぶん

をとる 

外
そと

あそびをする                                （たくさん汗
あせ

をかいたときは塩分
えんぶん

も） 

 

 

わたしたちは、食
た

べものや飲
の

みものの味
あじ

をどうやって感
かん

じているのでしょう

か？味
あじ

を感
かん

じるのは、主
おも

に舌
した

です。舌
した

には約
やく

１０,０００個
こ

の「みらい」というか

んかく器官
き か ん

があり、みらいの中
なか

にあつまっている味
み

細胞
さいぼう

が甘味
あ ま み

、酸味
さ ん み

、塩味
え ん み

、苦味
に が み

、

うま味
み

の５つの味
あじ

をかんじとっています。 

これらの細胞
さいぼう

が味
み

物質
ぶっしつ

をキャッチすると、しんけいを通
とお

して脳
のう

に信号
しんごう

がおくら

れ、「あまくておいしい」「すっぱい」などのかんかくとして認識
にんしき

されるのです。 

 食
た

べものや飲
の

みもののにおいをかんじるきゅうかくも味
あじ

にふかく関連
かんれん

してい

ます。きゅうかくと味
み

かくなど、体
からだ

にそなわったきのうを活
い

かして、これから

もおいしい食事
しょくじ

をたのしみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣
ころも

がえの時季
じ き

になりました。半
はん

そでや半
はん

ズボンなどがちょうどよい日
ひ

が多
おお

いですが、 

雨
あめ

がふって肌寒
はだざむ

く感
かん

じる日
ひ

もあります。「あつくなってきたから、上着
う わ ぎ

をぬごう」「今日
き ょ う

 

はちょっと寒
さむ

いから、もう１まい着
き

たほうがいいかも…」など、上着
う わ ぎ

やカーディガンな 

どで調節
ちょうせつ

しましょう。自分
じ ぶ ん

のけんこうをかんがえて工夫
く ふ う

してみましょう。 


